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漁況調査 

  

金田佳久・上田幸男 
  

 紀伊水道海域および海部沿岸海域における重要資源の動向を把握するため，前年度に引き続き調査を

実施した。なお，本調査は平成 9年度新漁業管理制度推進情報提供事業により実施するとともに週間漁

海況情報として毎週周年にわたり漁業関係機関及び県民に広報した。 

 本調査では関係漁業協同組合の職員の方々に多大なご協力をいただいた。記して謝意を表する。 

調査方法 

 平成 9年 4月から平成 10年 3月にかけ，紀伊水道の 2漁協，海部沿岸の 6漁協の計 8漁協を標本漁

協とし，主要魚介類の日別，漁法別，銘柄別漁獲量を調べた。本報告では平成 9年 1月から同年 6月を

上半期，平成 9年 7月から 12月を下半期として，マイワシ，カタクチイワシ，ウルメイワシ，マアジ，

サバ類，シラス，ブリ，タチウオ及びイカナゴの重要魚種について平年比(1990～1996年の 7年間)及び

前年比をそれぞれ示した。 

結  果 

マイワシ 主として海部沿岸の定置網で漁獲される。平年比は上半期 209％，下半期 36％であった。本

格的に漁獲が開始されたのは 4月で，平年より 1ヵ月ほど早く，漁場は海部沿岸下灘に限定されてい

た。サイズは中羽主体であった。97 年上半期は例年 2，3月にみられる大羽群（産卵親魚）の来遊は

みられなかった。96年冬季にマシラスが漁獲され，年明け後にカエリの漁獲がみられていたことから，

中羽群は秋生まれの同一群に由来するものと考えられた。全国的にマイワシが不漁なので本海域の好

漁は，漁獲された中羽群がローカル群であることを示唆するものと考えられた。 

カタクチイワシ 主として海部沿岸の定置網で漁獲される。平年比は上半期 134％，下半期 98％であっ

た。5～7月に大羽主体にまとまった漁獲がみられた。 

ウルメイワイシ 海部沿岸の定置網で当歳魚主体に漁獲される。平年比は上半期 283％，下半期 93％で

あった。4～7月にまとまった漁獲がみられたが，8月以降は低調に推移し，平年より，1，2ヵ月早く

終漁した。 

マアジ 海部沿岸の定置網，一本釣及び敷網(焚入網)で漁獲される。平年比は上半期 121％，下半期 294％

であった。4，5月には前年多かったマメアジが 1歳魚になりまとまって漁獲された。97年級群(マメ
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アジ)の漁獲は過去最高を示した。 

サバ類 平年比は上半期 62％，下半期 79％であった。5～8月に定置網及び敷網で，12月に延縄などで

漁獲されたが，全般に低調であった。 

シラス 紀伊水道および海部沿岸のパッチ網でシラスが漁獲される。93年度以降，シラスの漁獲は低調

に推移している。97年度の平年比は上半期 54％，下半期 93％で，上半期が特に低調であった。特に

本格的な漁期となる 5 月の水揚げが平年比 31％と低調に推移した。下半期は，10，11 月が比較的好

漁であった。93 年以降の不漁は内海由来の夏・秋発生群の漁獲の低下が大きく影響しているが，97

年は，外海由来の春生まれ群やマシラスについても極端な不漁であった。 

ブリ 平年比は上半期 40％，下半期 88％であった。10月に椿泊の小型定置網にメジロ，ハマチの入網

がみられた以外は全般に低調であった。下灘の飼付け漁も不漁であった。モジャコ漁は不調で，種苗

価格は著しく高騰した。 

タチウオ 平年比は上半期 98％，下半期 107％であった。6～8 月の漁は全般に不調であったが，1，2

月及び 12月は大型魚主体に好漁であった。しかしながら，93年以降，従来みられなかった 1～3月の

親魚群を対象にした夜間操業による漁獲の増加や活餌を用いた延縄の参入があり，見かけ上の漁獲量

は高水準を維持しているが，資源の悪化が懸念される。 

イカナゴ 紀伊水道で当歳魚のみが 2～4月に漁獲される。平年比は上半期のみの漁で 76％であった。

平年を下回るものの，不漁であった 95，96年級群の漁獲を大きく上回った。 
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標本漁協 8漁協の合計漁獲量の推移 

 


